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チンパンジーは「三にして立つ？」 

行動研究からわかったチンパンジーの栄養的自立の時期 

 
 

概要 
赤ちゃんが母乳を必要としなくなる時期はいつなのか。この問いは、子育て中の家庭にとっ

てだけでなく、人類の進化の過程を考える上でも重要な問題です。ヒトに最も遺伝的に近いチ

ンパンジーは、お乳をくわえるのをやめる時期や、母親が次の子を妊娠する時期を基準に、お

よそ 4−5 歳で離乳するとされていました。一方、近年の長期調査の成果では、3 歳近くのチン

パンジーの赤ちゃんは、母親が失踪し孤児になっても生き残る可能性があることがわかってき

ました。つまり、チンパンジーの赤ちゃんは、3 歳近くで栄養的に母乳に頼らなくなり、自立して

いる可能性があります。 
そこで、総合地球環境学研究所の松本卓也研究員（日本学術振興会特別研究員）は、タン

ザニアのマハレ山塊国立公園でフィールドワークを行い、野生チンパンジーの赤ちゃんの食

生活を調べました。その結果、3 歳以上の赤ちゃんは、より長い時間を食事にあてるようになる

ことがわかりました。また、消化が難しい植物の葉をより長い時間食べるようになることや、堅い

殻に覆われた実など、赤ちゃんには食べ難い食物を、自力で食べるようになることがわかりまし

た。こうした食生活の大きな変化は、チンパンジーの赤ちゃんが母乳に頼らずに生きていくた

めの基礎になっていると考えられます。本研究成果は、赤ちゃんの食生活の変化が人類の進

化にどのような影響を与えたかについて考える上での、重要な足がかりになると考えられます。 
本研究成果は、国際学術誌『American Journal of Physical Anthropology』誌（電子版）に

2017 年 3 月 20 日付けにて掲載されました。 
URL: http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/ajpa.23212/full 
 
 

１．背景 
人類の進化の過程を考える上で、ヒトとその他の霊長類の生活史（性成熟する年齢、初産

の年齢、寿命など）を比較することは重要な方法のひとつです。ヒトの場合、「離乳時期の早期
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化」が生活史パターンの特徴として挙げられます。狩猟採集などを生業としているヒトの集団を

網羅的に調査した研究によれば、赤ちゃんがおよそ 2.5－3 歳になった時期に、母親は授乳を

やめるとされています。ヒトに遺伝的に最も近いチンパンジーの離乳時期は、お乳をくわえるの

をやめる時期や、母親が次の子を妊娠する時期を基準に 4−5 歳とされてきました。 
赤ちゃんが早く離乳すると、母親はより短い間隔で次の子を妊娠することができます。つまり、

「離乳時期の早期化」は、ヒトが多産になったことと関連付けられます。ヒトの祖先は、森で暮ら

し続けた類人猿の祖先とは対照的に、捕食者による危険が大きい開けた環境で暮らしていた

と考えられており、ヒトの「離乳時期の早期化」は、こうした環境への適応と関係していると考え

られています。 
一方、ヒトとチンパンジーでは、離乳時期を調べる方法が両者で異なっていることが問題点

として挙げられます。ヒトは「母親からの聞き取り」のデータに基づいているのに対し、チンパン

ジーは「お乳をくわえなくなる時期」や「母親が次の子を妊娠する時期」など、主にフィールドで

の観察から得られたデータに基づいてきました。こうしたデータでは、乳首をくわえているだけ

で実際にお乳を飲んでいない「甘え吸い」や、夜間に授乳している可能性を確かめることがで

きず、赤ちゃんにとっての離乳時期、つまり「母乳への依存度を下げ、他の食物で栄養をまか

なうことができる時期」を調べることができません。 
近年の研究では、長期にわたるフィールド調査の結果から、孤児が生き残ることができる境

界の年齢が 3 歳前後であることや、多くの霊長類で離乳時期との一致がみられる第一大臼歯

の萌出年齢が、野生チンパンジーでは 3 歳前後であることなどが明らかになり、これまで野生

チンパンジーの行動観察の結果から考えられてきた「4−5 歳」より早期に離乳している可能性

が示唆されていました。 
 
 

２．研究手法・成果 
そこで本研究では、タンザニアのマハレ山塊国立公園（以下、マハレ）でフィールドワークを

行い、野生チンパンジーの赤ちゃんの食生活の発達変化を調べました。マハレは、京都大学

を中心とした研究チームが、50 年近くにわたって野生チンパンジーの観察を続けているフィー

ルドです。野生のチンパンジーはオスが比較的人に慣れやすいのに対し、メスは人を警戒し

やすいため、観察が難しいとされてきました。マハレは長期調査のおかげでチンパンジーが人

によく慣れており、特に赤ちゃんの詳細な観察が可能であるという点で、世界でも有数のフィ

ールドであると言えます（写真 1）。マハレでの 2 年近い観察の結果、チンパンジーの赤ちゃん

は 3 歳前後において以下の３つの傾向を示すことがわかりました（図１）。 
 ・より長い時間を採食に費やす 
 ・消化の難しい「葉」をより長い時間採食する 
 ・他個体からの分配なしに、自力で「物理的に処理の難しい食べ物」を採食する割合が高く

なる 
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 赤ちゃんは消化器官や身体機能が未発達なので、赤ちゃんならではの食べ難さがあると言

えます。植物の葉は一般的にタンパク質含有量が高く、野生チンパンジーにとって重要な食

物です。しかし、葉はタンニンなど 2 次代謝物を多く含むため、消化器官が未発達な赤ちゃん

にとっては多く食べられないものであると言えます。本研究結果から、3 歳前後のチンパンジー

の赤ちゃんは、葉を長時間食べることができるようになる、ということがわかりました。また、赤ち

ゃんは咀嚼器官などが未発達のため、例えば堅い殻に覆われた果実など、自力で採食が困

難な食物が存在します。本研究結果から、3 歳前後の赤ちゃんは、そういった「物理的に処理

の難しい食物」を、他個体からの食物分配を受けずに、自力で採食する時間割合が高くなる、

ということがわかりました。これらの結果をまとめると、チンパンジーの赤ちゃんは 3 歳前後にお

いて、赤ちゃんならではの食べ難さが緩和し、大人と同様の食べ方ができるようになる、と言え

ます。つまり、本研究は、「野生チンパンジーの赤ちゃんが、これまで考えられていた離乳時期

よりもかなり早い段階で、母乳への依存度を大きく下げている」という予想を、行動学的見地か

ら初めて支持したものと言えます。 
 

 
写真 1: 3歳近いチンパンジーの赤ちゃんが、操作の難しい食べ物を自力で食べている様子。

お母さんが赤ちゃんの食べる様子を覗き込んでいる。 
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図１: 横軸は月齢。点線は 3 歳を示している。 
[A] 乳首接触時間の発達変化。従来の離乳の定義と同じ、4−5 歳で大きく減少する。 
[B-1] 採食時間割合の発達変化。3 歳前後で大きく増加する。 
[B-2] 葉の採食時間の発達変化。3 歳前後で大きく増加する。 
[B-3] 操作の難しい食べ物を食物分配に依存する割合の発達変化。3 歳前後で大きく減少す

る。 
 
 

３．波及効果 
本研究では、霊長類学における先行研究を、「お乳をくわえなくなる時期は栄養的自立とは

無関係である」という観点から調べ直し、考察しました。離乳時期について調べられている類

人猿（チンンパンジー・ゴリラ・オランウータン）以外の霊長類では、「お乳をくわえなくなる時期」

「赤ちゃんが栄養的に自立する時期」「母親が次の子を妊娠する時期」が概ね一致していまし

た。しかし、類人猿においては、「お乳をくわえなくなる時期」と「母親が次の子を妊娠する時期」

は一致するものの、「赤ちゃんが栄養的に自立する時期」がかなり前である可能性があります。

本研究は、これまで「離乳」という言葉でひとくくりにされてきた、これらの時期のずれの存在を、

行動から初めて示唆した研究といえます。 
翻ってヒトの特徴を考えると、ヒトは「赤ちゃんが栄養的に自立する時期」よりも前に、「母親

が次の子を妊娠する時期」がくることが可能です。この特徴は、類人猿と比較すると、より特殊
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なものであるということがわかります。このヒトの特徴的な離乳方法について重要な役割を果た

しているのは、やわらかく調理され、なおかつ母親以外の誰かが赤ちゃんに与えることができ

る「離乳食」の存在かもしれません。本研究成果は、赤ちゃんの食生活の変化が人類の進化

にどのような影響を与えたかについて考える上での、重要な足がかりになると考えられます。 
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